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仮定2　家計の担税力の有無に関係なく、すべての家計に対して各時点 t ∈ [0,∞)に一律に一括
税 lump-sum tax  z(t)が課される。
仮定3　政府は各時点 t ∈ [0,∞)で、利子率 r(t)で国債を国民一人当たり b(t)発行して、必要な
資金を調達することができる。
仮定4　任意の時点 t ∈ [0,∞)で、国債の利子率 r(t)と資産の瞬間収益率  











3 リカードウ著　羽鳥卓也・吉澤芳樹訳 [12]『経済学及び課税の原理』下巻 岩波文庫 2018年 第８刷 
第17章  原生産物以外の商品に対する租税、pp.47- 65.
4 あるいは、リカードの等価命題 Ricardian Equivalence Theorem：現在から将来にかけての所与の政府
支出の調達手段として、租税と国債は等価である。
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両辺を積分すると
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より、C = 0であるから、
           0 00 exp exp0 0 expt ta t a r s ds a r s ds  
仮定5　家計の予算制約式は、
                , 0,d a t r t a t w t z t c t t
dt
     
ただし、　     0lim exp 0tt a t r d    （NPG条件5）
である。ここに、a(t)は当該家計の時点 tの保有資産高、r(t)は保有資産の時点 tの瞬間収益率、
w(t)は時点 tの労働賃金率、z(t)は時点 tの一括税、c(t)は時点 tの消費量である。
補題　保有資産 a(t)に関する１階線形微分方程式
              d a t r t a t w t z t c t
dt
                     (1)
の解 a(t)は、資産の初期保有量 a(0) = a0の下で、
                 0 0 0exp expt t ta t a r d w z c r d d                 (2)
と定まる。
5  非ポンジー・ゲーム条件 No-Ponzi-game condition:借金を借金で賄うポンジーゲームの禁止。
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証明　当該家計が服すべき、生涯予算制約式である a(t)についての線形微分方程式
            d a t r t a t w t z t c t
dt
                    (1)
の一般解は、
               ,r t dt r t dta t e w t z t c t e dt C C        ,（Cは任意定数）  (3)
である6。
実際、この式の両辺を tで微分すると
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となる。すなわち、(3)は、確かに (1)の一般解である。
次に、資産の初期保有量 a(0) = a0：所与のときの解を求める。
このときは、一般解 (3)の任意定数 Cが決まる。
いま
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,r t dt r t dta t e w t z t c t e dt C C       ,（Cは任意定数）
                    A t A t A te F t C Ce e F t     
6  例えば、半世紀の長き間親しんできた木村俊房 [4]『常微分方程式の解法』培風館 初版 pp.21- 22.
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t = 0とすると
       0 0 00 0A ACe e F a a   
であるから、
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ところで、で    A t r t dt   より、
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であるから、結局
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仮定6　家計は生涯予算制約式に服しながら、生涯効用 効   
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u c t e dt

  























u c t e dt

  
           
  00 :
d a t r t a t w t z t c t
dtsubject to
a a given
    

 
仮定7　各時点 t ∈ [0,∞)で、政府の動学的予算制約式
             
d b t r t b t g t z t
dt
   一括税政府支出国債利払い
国債新規発行
       00 :b b given
         0lim exp 0tt b t r d     （NPG条件）
を満たされなければならない7。
定理の証明
まず、国債の初期保有量が b(0) = b0であるときの政府の生涯予算制約式は、家計のそれと全く
同様にして求められ、
            0 0 0exp expt t tb t b r d g z r d d          
である。
よって、
              00 0 0exp exp expt t t t tz r d d b t b r d g r d d                 
を得る。
政府の生涯予算制約式を家計の生涯予算制約式に代入すると
                
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7              : -
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　よって、
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 
0 0 0 0
exp exp
t t t
a t b t a b r d w g r d d

            
    0 expt tc r d d    
両辺に 両   0exp t r d  をかけれ をかければ、
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t → ∞とすれば、
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ここで、資産残高 a(t)、国債残高 b(t)についての NPG条件
         0 0lim exp 0, lim exp 0t tt ta t r d b t r d         を斟酌酌すれば、
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    0 0expc r d    
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これは、時点0の資産 a0と生涯労働所得     0 0expw r d d      を合 わせた家計の生
涯所得     0 0 0expa w r d d      から、時点 、時点0の政府債務残高 b0と政府支出の割
引現在価値の総和     0 0expg r d d      を 控除した金額を、家計は生涯消費流列
( )( ) ( ) 0 0    tc c t
 
= =
   に充てることができることを示しており、政府の予算制約式を勘案した家計の予算
制約式といえる。ここで、左辺に現れる 0時点（現時点）の国債残高 b0と将来の政府支出の









    0 0 0expa w r d d          0 0 0expb g r d d          には、影響には、影響を
与えない。
したがって、政府支出 流列 ( )  0tg t

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